
1

施工説明書YP03258 2024.2

スペア付紙巻器
商品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。

1. 安全上の注意(安全のために必ずお守りください)

2. 各部のなまえ

取り付け前に、この｢安全上の注意｣をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください｡

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けていただき、お客様や他の
人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな表示を
しています。その表示と意味は次のようになっています。

　　は、必ず実行していただく「強制」内容です。
左図は、「必ず実行」を示します。

●お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、
　説明しています。

YH171型・YH181型
YH191型・YH191K型

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡
または重傷を負うことが想定される内容を示しています。

必ず実行

設置に関する注意

取り付け完了後、商品にガタツキがないことを確認する
商品にガタツキがあると、商品が外れたり、壁が壊れたりしてけがをするおそれがあります。
商品を取り扱うときは必ず保護手袋をする
素手で金属部品の切断面に触れるとけがの原因になります。

取り付けには必ず同梱のねじを使用する
取り付けが不安定になり、商品が外れてけがをするおそれがあります。

警告

■ 壁に不陸がある場合、フラット面を確保してください。
■ ペーパー補充やメンテナンスのため、開口側横に200mm以上の空間を確保してください。設置に関するおねがい

取付面には、厚さ12mm以上の構造用合板（JAS規格品）または同等以上の
強度のある下地材を使用する
取り付けが不安定になり、商品が外れてけがをするおそれがあります。
取付面がコンクリート下地の場合は、当社指定の固定金具【品番T110D28 
樹脂プラグ 20個入り（φ6×30、下穴φ6）】を使用する
取り付けが不安定になり、商品が外れてけがをするおそれがあります。

スペア付紙巻器の各部のなまえは以下のとおりです。

3. 付属部品の確認

1個

1部

2個

バックハンガー

取扱説明書

かぎ※

φ4.5×40
4個

壁取付ねじ

20個T110D28
φ6×30

品番 形状 入数

樹脂プラグ

名称

次の部品があることを確認してください。

4. 固定金具（別売品）
固定金具が必要な場合は、下記の品番を別途ご注文ください。

かぎ穴部

棚

本体

棚

本体

棚

本体

棚

本体

※かぎは、YH191K型のみ同梱

1枚使用方法ラベル

樹脂タイプ
YH171型

棚ステンレスタイプ
YH181型

ステンレスタイプ
YH191型

ステンレスタイプ（かぎ付き）
YH191K型
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ポイント

450（扉全開時）
327
200

133

145
124

9
0

1
0
0

3
6

1
6
3

7
0
0

20

200以上

すき間

133

1
0
0

9
0

紙巻器棚面

36

6
6
4 7
0
0

床仕上げ面 200

5. 商品寸法　図はR勝手を示す

6. 取付位置　図はR勝手を示す

(※)かぎは、YH191K型のみ同梱

単位：mm

単位：mm

下図を参考にして設置してください。

7. 取り付け前の準備

8. 取付方法　図はR勝手を示す

※同梱の取扱説明書・使用方法ラベル・かぎ（※）は、必ずお客様にお渡しください。

③壁取付ねじで本体を固定する。

150mm以上のビットの長さを
有するドライバーを使用する。

ポイント

■ペーパー補充やメンテナンスのため、開口側横に
　200mm以上の空間を確保してください。

警告
■取付面には厚さ12mm以上の構造用合板(JAS 
規格品)、または同等以上の強度のある下地材を 
使用する

■取付面がコンクリート下地の場合は、当社指定の
固定金具【品番T110D28 樹脂プラグ 20個入り
（φ6×30、下穴φ6）】を使用する
■取り付けには必ず同梱の壁取付ねじを使用する
■商品を取り扱うときは必ず保護手袋をする

■取付面には厚さ12mm以上の構造用合板(JAS 
規格品)、または同等以上の強度のある下地材を 
使用する

■取付面がコンクリート下地の場合は、当社指定の
固定金具【品番T110D28 樹脂プラグ 20個入り
（φ6×30、下穴φ6）】を使用する
■取り付けには必ず同梱の壁取付ねじを使用する
■商品を取り扱うときは必ず保護手袋をする

9. 取り付け後の確認
■各部にガタツキがないか確認してください。
　ガタツキがある場合は、以下を確認してください。
■各部にガタツキがないか確認してください。
　ガタツキがある場合は、以下を確認してください。

単位：mm

①下記取付位置を参考に、商品が水平になるようにΦ3の下穴を
　4カ所あける。バックハンガーを付属の壁取付ねじで固定する。

壁取付ねじ位置

バックハンガー

本体

本体が奥まで入っている状態 本体が奥まで入っていない状態
（バックハンガー上部と本体の間にすき間がある）

本体がバックハンガーにしっかり奥まで入っていることを確認してください。

②本体をバックハンガーに
引っかけたあと、本体を
奥まで押し込む。

ねじ取付位置

■インパクトドライバーは絶対に使用しない
　締め過ぎによる破損の原因になります。
■壁に不陸がある場合、フラット面を確保してください。
　ガタツキの原因になります。

お願い

必ず下穴をあける。
壁の材質により、
壁表面が盛り上が
りガタツキの原因
になります。

本体はバックハンガーに奥まで入っていますか？
8. 取付方法 ②ポイント参照→

下穴をあけましたか?
→下穴をあけていない場合、壁の材質により壁表面が盛り

上がりガタツキの原因になります。バックハンガーを取
り外しフラット面を確保して再度取り付けてください。

センター目印

バックハンガー

壁取付ねじ
トラスタッピンねじ
φ4.5×40（ 　　　　　）

壁取付ねじ
トラスタッピンねじ
φ4.5×40（ 　　　　　）

本体

※L勝手は、ねじ位置を
　左右反転して確認して
　ください。
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